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 状況        

  女性男性とも，配偶者や恋人など，パートナーからの暴力などの被害経験がある人が

いることがわかっています。 

    

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本課題Ⅰ 人権（女性の人権及び性を尊重する） 
 

目標１ 男女の人権を尊重するための環境づくり 

 

人権尊重の環境づくりのために，次の施策に取り組みました。 

（１）女性に対するあらゆる暴力の排除 

（２）メディアにおける女性の人権の尊重 

（３）国際社会における男女平等の推進 

（４）人権の尊重と心の健康支援 

配偶者（事実婚や離別・死別を含む）や恋人などのパートナーに、次のような行為をされ

た経験について 

〔さ れ た 経 験〕 １～２度
された

何度も
された 　　全くされたことがない 無回答

N=1,317人

Ａ. な ぐ っ た り 、 け っ た り す る 12.1

Ｂ. 髪 の 毛 を ひ っ ぱ る 3.2

Ｃ. な ぐ る ふ り を し て 、 お ど す 9.0

Ｄ. 嫌がっているのに性的な行為を強
要する

9.3

Ｅ. 見たくないのに、ポルノビデオや
ポルノ雑誌を見せる

2.4

Ｆ. 何を言っても長期間無視し続ける 13.6

Ｇ. 大 声 で ど な る 26.0

Ｈ. 「誰のおかげで生活できるんだ」
とか、「かいしょうなし」と言う

10.3

Ｉ. 電話やメールを細かくチェックする 6.8

Ｊ. 親族や友人との付き合いを禁止した
り、外出を制限する

6.6

Ｋ. 生活費を渡さないなど、経済的におさ
えつける

3.4

Ｌ. お金を取り上げたり、預貯金を勝手に
おろす

3.9

Ｍ. そ の 他 1.0

された
経験あり
（計）
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平成２６年度男女共同参画に
関する市民意識調査 
調査対象：柏市在住の２０歳
以上の男女 
標本数：４,０００人 
調査方法：郵送による調査 
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 柏市においても，ＤＶ被害についての相談が多くよせられており，平成２５年度は，前

年よりも１００件以上も相談件数が増加，平成２６年度も前年と同等の件数の相談が寄せ

られています。 

 相談にあたっては，相談者の気持ちに寄り添うことを心がけ，必要に応じて千葉県女性

サポートセンターや柏警察等の関係機関と連携して対応しています。 

 また，啓発や被害者支援のため，図書展示や講座等の様々な取組みを行っています。 

 
 

 

 近隣市及び県内の人口上位３市の状況を見てみると，人口１万人当りのＤＶ相談件数は

次の通りです。 千葉市，市川市，野田市は，配偶者暴力相談支援センターを設置してい

ます。 

 松戸市には，県のＤＶ相談専用窓口（松戸健康福祉センター）が設置されています。 

 

 
          ※平成２６年度中の相談件数と平成２７年４月１日現在の人口から算出 
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 女性のこころと生き方相談は，生き方，夫婦，家族，健康など，女性がさまざまな 

悩みを抱えている状況が伺えます。 

 平成２６年度は，前年度より相談件数は若干減少していますが，引き続き多い状況が続

いています。 

 
 

 

 特に取り組んだこと   

 

  １ ＤＶや各種ハラスメント防止のための講座を開催しました 

 

  

 図書展示と併せ，ロールプレイを通じて，人との関わりが楽しくなるコミュニケーショ

ンを学ぶ「人との関係を豊かにするコミュニケーション講座」を開催しました。 

（平成２６年１１月２８日 図書館会議室 参加者１８人）  庁内連携 

 

 

 

 

 

      
  

講師 髙山直子さん（NPO 法人サポートハウスじょむカウンセラー）によ

る，講座の様子 



 4

 ◇図書館本館ロビーにて企画図書展示 

                                    

 女性に対する暴力をなくす運動期間に合わせ，ＤＶ防止に関する展示を実施しました。 

                    （平成２６年１１月１２日～１１月２５日） 

                                   庁内連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 推進状況   

 

  配偶者からの暴力が人権侵害であると認識する人の割合 

 

          平成 21 年度    平成 26 年度 

           意識調査     意識調査    平成 27 年度目標 

 身体的暴力 ９２.４％ ⇒ ９２．３％ ⇒ １００％ 
 

 言葉の暴力 ８８.１％ ⇒ ８９．５％ ⇒ １００％ 

 

 

  ２ 全市立小中学校の先生を対象に研修を実施しました 

 

                                    

 教職員対象の指導課主催の人権尊重教育研修会『学校における人権教育と男女平等教

育』を開催しました（各校１名以上参加）。柏市の施策・教育委員会や学校現場での取り

組みを紹介し，女性に対する暴力を許さない社会づくりを含め，今後も継続して取り組む

よう啓発を行いました。                        庁内連携 

 

 

  ３ 在住外国人のための外国語による支援を行いました 

 

 

   ◇外国人アドバイザー相談  

 外国人アドバイザーが，在住・在勤・在学の外国人の日常生活や市政に関する相談を行

いました。現在，日本語だけでなく，英語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語で対応し

ています。   

   ■柏市オフィシャルウェブサイト 外国人アドバイザー相談に関するページ 

     http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/400100/p003863.html      

                             

企画図書展示の様子 

 

協働推進課 
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  ◇外国人に向けた多言語メール配信 

                                    

 柏市で生活する外国人に向け，緊急情報や市政情報を英語，中国語，スペイン語，やさ

しい日本語で配信しました。                     協働推進課 

 

 

  ４ 関係課と連携して自殺予防対策に取り組みました 

 

 

   ◇相談窓口の案内や啓発講座などの自殺予防対策事業 

                                    

 悩み別に相談窓口を紹介したチラシを作成し，各関係機関から配布しました。 

 また，「こころの健康講座」などの啓発講座や，無料電話相談・無料対面相談窓口を開

設しました。 

 

   ◇自殺予防ゲートキーパー養成研修を行いました 

 

 悩んでいる人に気づき，声をかけ，話を聞いて，必要な支援につなげることができるゲ

ートキーパーを養成する研修を，５回コース２回，３回コース３回の計１９回（参加者計

９９人），及び学校の教職員向けの研修を行いました。（参加者４１９人） 

 

 （その他） 

  ・相談窓口案内チラシの配布 

  ・無料電話相談（310 件）・無料カウンセリング相談（157 件） 

  ・自死遺族支援事業 わかちあいの会ひだまり 

  ・いのちと暮らしの相談ナビ 

  ・柏市自殺対策推進条例（平成 23 年 6 月 27 日施行 平成 27 年 3 月 31 日まで） 

  ・自殺予防対策連絡会議設置（保健福祉総務課，保健予防課） 

・医療従事者等研修会（平成 26 年 12 月 71 人） 

・自殺予防週間，自殺対策強化月間に併せて，広報かしわで自殺予防対策に関する記 

 事を掲載 

 ■柏市オフィシャルウェブサイト 自殺予防対策に関するページ 

   http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/061600/p007585.html 

 

 主な取り組み    

（相談） 

 ・女性のこころと生き方相談（男女共同参画室） 

 ・母子自立支援相談（こども福祉課） 

 ・人権相談（秘書広報課） 

 ・法律相談（秘書広報課） 

 ・市民相談（秘書広報課） 

 ・職員向けにセクシュアル・ハラスメントに関する相談・苦情窓口（人事課） 

 ・精神保健福祉相談（保健予防課） 

 ・英語，中国語，スペイン語，朝鮮/韓国語による外国人相談（協働推進課） 

 ・自殺対策として無料の電話相談，面談相談窓口を開設（保健福祉総務課） 
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 ■柏市インターネット男女共同参画推進センター参画ｅｙｅ  

  女性のこころと生き方相談に関するページ 

   http://danjo.city.kashiwa.lg.jp/soudan/kashiwashi_soudan.htm 

 

 ■柏市オフィシャルウェブサイト 相談サポートに関するページ 

   http://www.city.kashiwa.lg.jp/living/counceling_support/index.html 

 

（ＤＶ対策） 

 ・ＤＶ関係課ネットワーク会議（男女共同参画室） 

 ・母子緊急一時避難，相談支援（こども福祉課） 

 ・高齢者緊急一時保護を実施（福祉活動推進課） 

 ・緊急一時避難相談対応（男女共同参画室） 

 

（その他） 

 ・女性，男性双方に配慮した表現の広報，出版物，ホームページ作成（秘書広報課） 

 

 

 今後の取り組み   

 

 ・母子自立支援プログラム策定等事業の継続（こども福祉課） 

 ・就業支援講習会等事業の継続（こども福祉課） 

 ・自殺予防対策講演会等開催（保健福祉総務課） 

 ・自殺予防ゲートキーパー養成研修（保健福祉総務課） 
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 状況        

 女性も男性も健康に自分らしく過ごせるように，男女の身体的性差を理解しながら健康

づくりを目指しています。女性特有の病気の１つの子宮頸がんは，20 歳，30 歳代でかか

る方が増えており，がん検診を呼びかけていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立がん研究センターがん対策情報センター「がん情報サービス」より 

目標２ 女性の生涯を通じた健康支援 
 

性に対する理解を進めるために，次の施策に取り組みました。 
 

（１）性と生殖の健康・権利の理解と普及 

（２）女性の健康保持と増進 
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 特に取り組んだこと   

 

  １ 乳がん検診に関するイベントを実施しました 

 

   ◇乳がん検診体験（平成 27 年 2 月 7 日 45 人）  

 

 人が多く集まるショッピングセンターで，「はじめての乳がん健診」（乳がん検診体験）

を実施して，検診の大切さをＰＲしました。 

                                   成人健診課 

 

 

 

   
 

 

 

  ２ 女性のための各種健康診査を実施しました 

 

   ◇「乳がん検診」「子宮がん検診」「女性の基本 35」を実施しました 
                ※「女性の基本３５」は，３５歳の女性を対象とした柏市独自の検診です。 

                    血液・血圧・尿・骨密度について，指定医療機関で個別検診します。 

 

 女性の健康支援として，がん検診（乳がん，子宮がん）と出産・子育て期の健康状態の

確認のための検診（女性の基本 35）を実施しました。          成人健診課 

 

■柏市オフィシャルウェブサイト 柏市の健康診査・がん検診に関するページ 

 http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/062100/h25p40421.html 

 

 

  ３ がん検診時等に保育を実施しました 

 

   ◇乳がん・子宮がん検診時に保育を実施しました 

 

子育て中の女性の健康支援の一環として，乳がん検診（１２回）子宮がん検診（３回）

時に保育を実施しました。                    男女共同参画室

ショッピングセンターでの乳がん検診体験 
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 推進状況   

 

   「女性の基本３５」の受検者数 

 

     平成 23 年度     平成 26 年度     平成 27 年度目標 

    ３１２人  ⇒  ４２２人  ⇒  ５５０人 
 

 

 

   乳がん検診の受検者数（後期計画新設目標） 

 

    平成 23 年度       平成 26 年度     平成 27 年度目標 

   23,931 人  ⇒  24,485 人  ⇒  26,000 人 
 

 

 

   子宮がん検診の受検者数（後期計画新設目標） 

 

    平成 23 年度       平成 26 年度     平成 27 年度目標 

   20,663 人  ⇒  8,354 人  ⇒  27,000 人 

            ※２５年度から，受検間隔が２年に１回となった。 

 

 

 主な取り組み    

 

 ・エイズ相談やＨＩＶ等抗体検査（ＨＩＶ，クラミジア，梅毒，Ｂ型肝炎，Ｃ型 

肝炎）実施，普及習慣や世界エイズデーに併せた啓発，イベント会場での普及 

啓発（保健予防課） 

 ・思春期保健関係者会議，健康教育実施（地域健康づくり課，学校保健課） 

 ・女性の健康診査普及啓発としてリーフレットを作成し，母子保健事業，各種イ 

  ベント等で配布（成人健診課） 

 ・家庭婦人スポーツ大会の開催（スポーツ課） 

 

 

 今後の取り組み   

 

 ・各種健康診査（乳がん検診，子宮がん検診，女性の基本３５）の継続実施，受診促進 

 （成人健診課） 

 ・医師会，助産師会，市民団体，ＰＴＡ等との連携による，公立小・中学校で思 

  春期保健健康教育推進（地域健康づくり課，学校保健課） 

 ・にこにこダイヤルかしわ（妊娠，出産，子育ての悩み相談）（地域健康づくり課） 

 ・ノースモッ子作戦（学校保健課・地域健康づくり課） 


